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同じ結晶構造をもつ2つの反強磁性A,Bが結晶内で2つの異なる直交した方向に,それぞ

れの磁化容易軸をもつとき,このA,Bの混晶をっくると,或る組成比において低温でOAF

(ObliqueAntiferro)相と呼ばれる秩序相が現われることが理論的に示されているo そこで,戟/

々恨,典型的な異方性の黄合する混晶系の1つであるCsMnl_8CoXCl3･2H20 にっいて組

成比∬のいろいろな値に対して,ESRの測定を行い,∬-0.015と∬-0.080 との間で新

しい秩序相が出現することを見出した｡本研究はこの新しい秩序相におけるスピン構造とその

磁気的な挙動を磁化過程とESRを調べることによって明らかにしたものである｡
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